
業界ごとへのアプローチによる脱炭素促進

⚫ 中小製造業、民生部門には、カーボンニュートラルに向けた取組（省エネや再エネの導入等）の重要性や必
要性は認識しつつも、ノウハウ不足やコスト面の課題等から着手できていない事業者も多いと思料。

⚫ 中小事業者のカーボンニュートラル化を加速させていくことを念頭に、業界毎にアプローチし、状況について情報
を収集して課題を整理するとともに、具体的な取組方策についてとりまとめ。

⚫ 当該方策については、省エネの実施等に関心のある企業において実践することで、カーボンニュートラルをその
業界全体に対して面的に拡大させていくことを目指す。

➢ 熱需要の多い業種（鍛造鋳造、ボイラー使用等）
➢ 小規模企業中心の業種（各種加工業、伝産等）
➢ 市場環境が厳しい業種
➢ 民生部門（省エネが進んでいないビル等） 等

（省エネ技術指導員 他）

脱炭素（省エネ・再エネ導入）相談

業界アプローチPJ概要

“業界支援”による脱炭素
実現に向けた取組創出へ

連携

必要に応じて
専門機関とも連携

（補助事業への誘導）

各業界団体での発表やＨＰ等
を通じた普及啓発活動の実施

業界毎の脱炭素モデルケース
（典型事例）の構築
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省エネセンター「無料講師派遣」

省エネルギーのテーマを含む「省エネ説明会」等に無料で講師を

派遣するサービス。

以下の2つの条件を満たす場合に無料講師派遣を利用できる。

① 公的機関等、業界団体や民間組合等複数の企業が加

盟する団体等が主催

② 参加者として複数の企業・組織等から出席があること、かつ

出席者から費用を徴収しないこと

進め方案

1. 組合主催により、省エネに関心のある組合企業を募った上

で「省エネ説明会」を開催。

2. （必要に応じて）近畿経済産業局の省エネ技術指導員

からの省エネ可能性に関するヒアリングを実施。

3. 省エネセンターの「省エネ最適化診断」や、省エネお助け隊

の「省エネ診断・支援」を実施して、見える化や運用改善を

実施。

4. 費用対効果が見込める場合、「省エネ補助金」等の活用

により設備更新等を実施。

5. （適宜適時）組合内の省エネ実施事例として、組合企

業向け説明会等において周知することにより、業界全体の

カーボンニュートラル実現に向けて取組を継続。



参考：活用できる施策等
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省エネ最適化診断
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「省エネお助け隊」は、「地域プラットフォーム構築事業」で採択された地域密着型の省エネ支援団体。
中小企業等の省エネ取組に対して現状把握から改善まできめ細やかなサポートを全国各地域で実施。

https://www.shoene-portal.jp/

工場プラン
(製造業300kl以

上)
25,520円（税

込）

支援対象設
（例）

空調(5～10台)、コンプレッサ(3台)、生産設備(1台)

支援内容
（例）

•計測による省エネ量の見える化／稼働台数の適正化支援
•全体プロセスを考慮した台数制御支援
•設備の更新計画の策定支援／エネルギー転換・ダウンサイジングに
よる負荷率変更働台数の適正化支援
•職員、専門家による報告会

ビル・店舗プラン
(製造業以外)
13,200円（税

込）

支援対象設
（例）

空調(3～5台 )、照明(5～10台)、EMS活用支援

支援内容
（例）

•設備の更新計画の策定支援／デマンド監視制御装置の活 用支
援
•職員、専門家による報告会

＜令和４年度省エネ支援メニュー例＞

※個別でプランを作成することもできます。

省エネお助け隊
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省エネ補助金
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省エネ補助金



大松工業株式会社

＃製品塗装 ＃ヒートポンプ ＃ハイブリッド運用
＃トップダウンの改善 ＃中小企業の強みを生かす

製造業
（塗装）

創業50年を超える同社では、自動車部品
や建材等の製品塗装を幅広く手がけている。
設備の多くを内製化しており、「塗装で社
会を彩る」をテーマに、顧客ニーズへの対
応だけでなく省エネ等の社会課題について
も解決のための改善活動を日々行っている。

⚫ 社長がリーダーシップを発揮しトップダウ
ンで改善を実行することで、社員も意欲的
に活動に取り組んでいる

⚫ KES（京都環境マネジメントシステム・
スタンダード）の登録事業者となり、設
定目標に基づいて古紙・ペットボトルの再
資源化や地域の清掃活動等の環境保全活動
を実施

⚫ 塗装前工程に使用する洗浄液の加温のためにLPガスボイ
ラーを使用しており、大量のガスを消費していた

⚫ ボイラーから排出されるCO₂や焼付塗装を行う際の廃熱な
ど、環境負荷の低減に向けて改善を模索していた

取組の背景

取組の内容

循環加温ヒートポンプを導入し、
CO₂排出量とコストを削減

⚫ ガスボイラーのみの運用から、循環加温
ヒートポンプを新たに並列導入し、CO₂排
出を抑制

⚫ ガスボイラーとヒートポンプのハイブリッ
ド設備を独自に開発・運用することにより、
ボイラーの出力を最小限に抑えつつ、加
温が追いつかない場合には加熱能力の高
いガスボイラーで対応

⚫ 計測器を用いて社内設備のデマンド管理
を実施し、課題の発見・解決を迅速化

⚫ 金属加工や金型製作で培った高い対応力
を活かし、課題解決のための社内設備の
省エネ化を適時実施

社内設備の運転状況を計測し、効率を
意識した日々の取組でコツコツ省エネ

導入前の年間CO₂排出量約38トンが、
約25トン（ガス22トン、電気3トン）
になり、大幅に削減
ガス使用料金を40％削減し、電気代を
含めた全体のランニングコストも30％
の削減に成功

エネルギー使用状況の見える化が、脱炭素
の実現に向けた取組の第一歩

ガスボイラーとヒートポンプの
ハイブリッド運用でCO₂排出量を削減

社長からのトップダウンで課題
に即時アプローチ

⇐設計から導入後のフォローまで、電力会社が一貫してサポート

事業者概要（2022年7月現在）
代表者 代表取締役社長 松川 長久
所在地 大阪府八尾市太田新町5-38
電話番号 072-949-0854
従業員数 36名(パート従業員含む)
主な事業内容 製品塗装全般（金属・非金属部品等）

URL https://daimatsu.cc/

年内には、電力を100％再エネ由来の
ものに代替し、社内の電気をCO₂フ
リーに転換
また、未利用となっている廃熱の活
用等、工場内のさらなる脱炭素化を
進めていく方針

循環加温ヒートポンプ図
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日本ワヰコ株式会社（東播工場）

＃コンロッド ＃省エネ診断 ＃コンプレッサーエア削減
＃エア漏れの見える化

製造業
（アルミコンロッド）

汎用エンジンや小型船舶エンジンなどに使
用されるアルミ合金製のコンロッドを製造
する専門メーカーであり、96年にわたるコ
ンロッド製造の歴史の中でニーズの変化に
対応し続けている。
2018年に省エネセンターによる省エネ診断
を受診し、改善提案を受けたことで省エネ
が加速。

⚫ 水銀灯をLED照明に更新し、消費電力を4

分の1に削減することに成功

⚫ 毎月一回「エア漏れ点検の日」を設定し、

エア供給のロス発生を防止することでエ

ネルギーの無駄を削減

⚫ また、エア漏れ箇所が可視化できる「エア

リークビューアー」をレンタル導入し、エ

ア漏れの見える化に成功

⚫ 2005年にエコアクション21の認証を取得し、以降13年に
わたり電力の見える化など独自で省エネ取組を進めていた
が、更なる省エネ化を模索していた

⚫ 従来からコンプレッサーの効率化を課題と認識しており、
専門的知見からの分析と改善提案を求めることにした

取組の背景

取組の内容

電力使用量の半分を占めるコン
プレッサーの稼働抑制により省
エネ効果

⚫ 常時エアブローしていた切削工程において、

製品をセットする10秒間はエアをオフに

することでコンロッド加工機のエア使用量

を削減

⚫ エアブローのパルス化などでさらにコンプ

レッサーの消費電力を抑制（※１）

⚫ エアを供給する配管をループ化し、圧縮空

気を循環させることでエアを効率的に使用

し、出力を抑制

⚫ 生み出した圧縮空気を貯蔵するレシーバタ

ンクを設置し、コンプレッサーにかかる負

荷を軽減

⚫ 自社では気づけなかった新たな改善点を

省エネ診断を受けたことで発見

省エネセンターの省エネ診断が取組を
加速化

製品1,000本あたりの原単位電力使用量が
2019年度：419.3kWh/千本
→2022年度(見通し)：338.2kWh/千本
約20％の削減（年平均7％の削減）に成功

取組の成果を社員にも共有することで、
社員の自発的な省エネ参加につなげている

課題を指摘する第三者の存在が、取組を
さらに後押し

同社が手がけるアルミ合金製のコンロッド

更なる省エネに向けた取組

今後はモーターのインバータ化、
蛍光灯のLED化などの設備更新も進
めていく予定

事業者概要（2022年4月現在）
代表者 代表取締役 木下 浩伸
本社所在地 大阪市生野区小路3-6-2
東播工場 兵庫県多可郡多可町加美区寺内54
電話番号 06-6751ｰ0636
従業員数 54名
主な事業内容 汎用エンジン及びコンプレッサー向け

コネクティングロッドの製造販売
URL http://www.wico.jp/

※１：エアブローをパルス化する装置を設置し、
消費電力の抑制に取り組んでいる

エアリークビューアーを導入し
細部のエア漏れも迅速に発見 9

http://www.wico.jp/


テス・エンジニアリング株式会社

社名「テス」の由来である「Total Energy Saving & Solution」のとおり、省エネや再エネの導入を
目指す者に対し、ベンターフリーの立場からお客様にとって最適なシステムやサービスを総合的に提
案できる企業。①再エネの主力電源化、②省エネの徹底、③エネルギーのスマート化に注力し、多種
多様なエネルギーソリューションを提供。省エネ・再エネ設備の導入における設計、施工、監視、メ
ンテナンスをワンストップで行うことはもちろん、補助金等の活用によるイニシャルコスト削減も
しっかりサポート。
電気・熱を多く必要とする産業部門（食品、飲料、化学、ゴム、半導体、製紙、電機他）や業務他

部門（物流施設、病院、商業施設、学校、データセンター他）など、業種を問わずサポートでき、
2,000件以上の設備導入実績を誇る。

コージェネレーションシステム（CGS） 太陽光発電システム

エネルギー多消費型の業種にとって、

ガスによる発電とそのとき発生する熱

を有効活用できるコージェネレーショ

ンシステムの導入は省エネに有効。

効率的かつ安全に運転ができるよう、

O&M（オペレーション＆メンテナン

ス）をはじめ２４時間遠隔監視も実施。

ニーズが高まっている太陽光発電の設置

について、きめ細やかなサービスを展開。

設置場所についても、多種多様な屋根や

遊休地への対応が可能。また蓄電池の活

用により、余剰電力の有効活用が可能。

初期投資不要で電力供給が受けられるオ

ンサイトPPAについても合計容量約

7.4MWの実績（2022年10月末）。

事業者概要（2023年1月現在）
代表者 代表取締役社長 髙崎敏宏
所在地 大阪市淀川区西中島6丁目1番1号

新大阪プライムタワー17階
電話番号 06-6308-2073（代）
URL https://www.tess-eng.co.jp/

担当者から皆様へ

～省エネは不変です～

昨今、資源価格の高止まりによるエネル

ギーコストの負担増加が大きな課題となっ

ていますが、だからこそエネルギーの使用

量を減らすことによるコストの見直しは欠

かせない取組となります。実績が物語る確

かな提案力に期待してください。

総合ソリューション

CGSやPV設置に限らず、ガス導管のない
地域での燃料転換（LNG化）から、バイ
オマス発電の導入による創エネ事業まで、
多種多様なユーティリティ活用による総
合ソリューションを提供。

CGS導入事例 PV導入事例

に注目！

展開しているエネルギーソリューション

ここ
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